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研究目的：機能性三尖弁閉鎖不全症 (FTR) 症例では造影 CT で三尖弁複合体にどのよ
うな形態学的変化が認められるかを検討した. 
 
研究方法：心臓大血管手術術前患者 45 例に対し造影 CT 及び経胸壁エコーを施行した. 
造影 CT で拡張期及び収縮期の三尖弁輪面積, 三尖弁輪周囲長, 右心室容積, 先端間及
び基部間における各乳頭筋間距離を計測した. 経胸壁心エコーによる TR grade ごと 4
群に分け (None + Trivial 群：26 例, Mild 群：6 例, Moderate 群：6 例, Severe 群：7
例), 各項目の有意差の有無及び, TR grade との相関関係を評価した. 
 
研究成績及び考察：群間で有意差を認めた項目 (p>0.05) は三尖弁輪面積 (拡張期, 収
縮期) , 三尖弁輪周囲長 (拡張期, 収縮期) , 右心室容積 (拡張期) ,先端間前-後乳頭筋間
距離 (拡張期, 収縮期) であった. TR grade と相関関係を認めた項目 (r > 0.40) は三尖
弁輪面積 (拡張期, 収縮期) , 三尖弁輪周囲長 (拡張期, 収縮期) , 右心室容積 (拡張期, 
収縮期) ,先端間前-後乳頭筋間距離 (拡張期, 収縮期) であった. 中隔乳頭筋については
約 1/3 (35.6%) の症例で同定できず, 前乳頭筋, 後乳頭筋は全例で同定可能であったた
め, 前-後乳頭筋間距離のみが有効に計測することができた.  
 
結論：造影 CT で計測した三尖弁輪面積, 三尖弁輪周囲長, 右心室容積, 先端間前-後乳
頭筋間距離は経胸壁心エコーによる TR grade と正の相関を示した. 造影 CT で機能性
三尖弁閉鎖不全症の詳細な形態学的評価が可能であった. 
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結果の要旨 
 本研究では、機能性三尖弁閉鎖不全症における三尖弁複合体の形態学的評価を造影 CT
で行い、三尖弁輪面積、三尖弁輪周囲長、右心室容積、乳頭筋間距離は経胸壁心エコー
における三尖弁閉鎖不全症重症度と正の相関を認めることを明らかにした。本研究の結
果は、三尖弁複合体は造影 CT で詳細に計測可能であることを示し、議論の余地の多い
機能性三尖弁閉鎖不全症の手術適えええ応について有用な知見であり、本審査において
博士の学位授与に値すると審査委員全員より評価された。 
 
